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株主・投資家の皆さまにおかれま
しては、ますますご清祥のこととお
慶び申し上げます。日頃は小田急
グループに対するご愛顧を賜り、
厚く御礼を申し上げます。

第95期の業績及び当社グループ
における取組みにつきましてご報
告申し上げます。

取締役社長

営業収益 経常利益営業利益 親会社株主に帰属する
当期純利益※

連結業績ハイライト（単位：百万円）

第94期 第96期

518,715
537,900
（見込）

第95期

529,812 49,858
49,000
（見込）

52,934

第94期 第96期第95期

44,098
43,400
（見込）

45,695

第94期 第96期第95期

30,147 28,400
（見込）27,497

第94期 第96期第95期
1 INVESTOR EXPRESS

株 主・投 資 家 の 皆 さ ま へ

※連結財務諸表に関する会計基準の改正により、「当期純利益」から「親会社株主に帰属する当期純利益」に表示変更
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❯❯ 第95期連結決算の概要

営業収益は5,298億1千2百万円と、前連結会計年度
に比べ110億9千7百万円の増加（前期比2.1％増）となり
ました。

これに伴い、営業利益は529億3千4百万円と、前連
結会計年度に比べ30億7千6百万円の増加（前期比6.2％
増）、経常利益は456億9千5百万円と、前連結会計年度
に比べ15億9千7百万円の増加（前期比3.6％増）となり
ました。

一方、親会社株主に帰属する当期純利益につきまし
ては、特別利益の減少等により、274億9千7百万円と、
前連結会計年度に比べ26億4千9百万円の減少（前期比
8.8％減）となりました。

❯❯ 複々線完成による効果の公表

当社では、輸送サービスの抜本的な改善策として、東北沢～和泉多摩川間
（10.4km）の複々線化を東京都の連続立体交差事業と一体的に進めておりま
す。既に世田谷代田～和泉多摩川間（8.8km）については工事が完成し複々線に
よる運転を行っており、現在は残る東北沢～世田谷代田間（1.6km）において、
第97期の複々線完成、第98期の事業完了を目指し工事を進めております。

事業の進捗を踏まえ抜本的なダイヤ改正を2018年3月に予定しており、現在、
ダイヤの検討を進めておりますが、今般、ラッシュ時間帯における混雑緩和や
所要時間の短縮など輸送改善効果の内容がまとまったことから、本年4月28日
に公表いたしました。詳細は、3～4ページをご参照ください。

親会社株主に帰属する
当期純利益※

❯❯ 第96期の見通し

第96期につきましては、運輸業等において、前期に
受けた箱根大涌谷周辺での火山活動の活発化による影
響から回復することに加え、流通業において、小田急
百貨店新宿店での増収等により、営業収益は5,379億円

（前期比1.5％増）を見込んでおります。
しかしながら、営業利益につきましては、運輸業や

不動産業における費用の増加等により、490億円（前期
比7.4％減）、経常利益につきましては、434億円（前期
比5.0％減）を見込んでおります。

一方、親会社株主に帰属する当期純利益につきまし
ては、特別損益の改善等により、284億円（前期比3.3

％増）を見込んでおります。

2INVESTOR EXPRESS
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特  集

複々線化事業の概要1

3

2

■　複線と複々線の比較

■　複々線化事業区間

複々線化事業とその効果について

急行

各駅停車
急行

各駅停車

ラッシュピーク時間帯には、
これ以上列車を走らせる
ことができない

各駅停車は、急行・準急などの
待ち合わせや通過待ちの
時間がかかる

急行・準急などは、前を走る各駅停車を
追い越すことができないため、速度が低下する

進行方向➡
進行方向➡

急行
急行

急行

各駅停車
各駅停車

列車の増発が可能となり、
混雑が緩和される

各駅停車についても、
急行・準急などの待ち合わせ、
通過待ちがなくなり
所要時間が短縮される

急行・準急などは各駅停車と別の線路を走るため、
前を走る列車に影響されることなく走行することができ、
所要時間が短縮される

当社では、輸送需要に対応するため、列車の増
発や長編成化をはじめとする輸送力の増強に努め
てまいりました。こうした輸送力増強策によって
混雑率は若干緩和されたものの、従来の複線設備
では輸送力に限界があるため、朝のラッシュピー
ク時間帯においては、過密ダイヤによる所要時間

の増大や、混雑率が200％を超えるといった弊害を
抱えたままとなっていました。

このような現状を抜本的に改善し、快適な輸送
サービスを実現するため、上下線を各2本ずつ計4
本の線路にする『複々線化事業』を東北沢～和泉多
摩川間（10.4km）で実施しています。

複線の場合 複々線の場合
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短縮
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複々線完成後（計画）※
2016年 6月時点

（分）0 20 40

経堂

登戸

新百合ヶ丘

町田
小田急多摩
センター
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31

33
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38

43

複々線完成後（計画）※
2016年 6月時点

ピーク 1 時間あたり、 へ現行
  5本

完成後
  12本※

ピーク 1 時間あたり、 へ現行
  27本

完成後
  36本※
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複々線完成による増収効果

複々線化事業の効果

3

2

複々線完成による
ラッシュピーク時間帯における
輸送改善『3本の柱』

●主な駅から新宿までの所要時間の変化

●千代田線直通列車を増発

●主な駅から代々木上原までの所要時間の変化

50億円程度増収第100期、当社鉄道事業における旅客運輸収入において を目指します

●混雑緩和による快適な輸送環境の提供
●所要時間短縮による都心方面へのアクセス向上
●千代田線直通列車増発による都心中心部への利便性拡大

※複々線完成後の所要時間は目安であり、今後変更となる場合があります

（第95期比較）

※ 新宿方面へは、現行22本→完成後24本　  
複々線完成後の運行本数は目安であり、今後変更となる場合があります

平日の8:30頃新宿に到着する列車

平日の8:10頃代々木上原に到着（→8:30頃大手町に到着）する列車

複々線完成により、朝のラッシュピーク時間帯に列車の増発が可能となり、混雑が緩和されるほか、 
各駅停車と急行などの優等列車が別々の線路を走ることにより、所要時間が短縮されます。

191% 160%程度

体が触れ合い
やや圧迫感がある

※ラッシュ時間帯の最混雑区間（世田谷代田駅→下北沢駅）

新聞･雑誌を楽な姿勢
で読むことができる

2015年度時点 完成後

● 列車増発による混雑緩和

混雑緩和のイメージ（混雑率）

※複々線完成後の運行本数は目安であり、今後変更となる場合があります

ラッシュ時間帯の最混雑区間� �
（世田谷代田駅→下北沢駅）における変化
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TOPICS
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ト ピ ッ ク ス

箱根登山鉄道㈱は、昨年11月27日に、小田原駅東口ロータ
リー前に商業施設「トザンイースト」をオープンいたしました。

「トザンイースト」は、「駅ナカから駅前に・さらに街なかへ」をコ
ンセプトに、カフェやレストラン等を中心に賑やかな雰囲気を
創出し、幅広いお客さまに気軽に利用していただける構成と
なっております。

また、箱根観光船㈱では、本年1月23日に、芦ノ湖畔の箱根町
港に「茶屋本陣「畔屋」」をオープンいたしました。「茶屋本陣

「畔屋」」は、江戸時代の箱根関所周辺で、参勤交代の武士が体を
休めた箱根宿の“本陣”をコンセプトに、「和カフェ」と「お土産処」
等を集積した“和モダン”な商業施設です。

ホテルカンラ京都 客室

リージア代田テラス（世田谷代田）

当社は、当社グループのUDS㈱が運営する「ホテルカンラ京都」及び隣接す
る教育施設の土地・建物を取得し、当該教育施設についてホテルへのコン
バージョン工事に着手いたしました。これは、インバウンド需要の高まりに
より活況を呈する京都において、新たな収益不動産を獲得するとともに、
UDS㈱の有する不動産リノベーション事業の強みを活かし、ホテル事業を拡
充することを目的に実施するものです。コンバージョン工事が完了する2016
年11月（予定）の開業以後は、客室を68室に拡張するほか、レストラン等を新
設し、UDS㈱がホテルカンラ京都として一体的に運営いたします。

「ホテルカンラ京都」および隣接施設の取得と
ホテルへのコンバージョン工事を実施

箱根エリア　「トザンイースト」
「茶屋本陣「畔屋」」オープン

茶屋本陣「畔屋」

トザンイースト
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小田急商事㈱では、新百合ヶ丘駅改札前において、
本年4月28日に「Odakyu OX MART」をオープンいた
しました。「Odakyu OX MART」は、コンビニエンス
ス ト ア「Odakyu MART」と ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト

「Odakyu OX」を融合させ、駅をご利用のお客さまに
とって利便性の高い、新たなニーズを取り込んだ独自
のニューショップです。

㈱小田急百貨店の新宿店では、本年2月～3月にかけて、
フロア価値を最大限に引き出すべく、フロアの再編成を実
施いたしました。本館4階のヤング～キャリア層をターゲッ
トとした婦人服フロアでは、衣料品ブランドと服飾雑貨類
ブランドのカテゴリーミックスフロアに再編成したほか、
本館8階リビングフロアでは、国内のお客さまはもとより訪
日外国人のお客さまもターゲットとし、新規ブランドの導
入ならびにMD改編を実施いたしました。更に、ハルク1階
の国内最大級のゴルフ売場には、世界各国のブランドから
セレクトしたウエアや雑貨類を取り扱うショップなどを取
り揃え、ゴルフ愛好家の獲得はもとより次世代顧客の取り
込みも図りました。

当社では、下北沢地区において鉄道跡地の上部利用を
進めており、当該上部利用区間での初の竣工物件となる

「リージア代田テラス」が本年1月に完成し、すでに入居を
開始しております。「リージア代田テラス」は、世田谷代田

駅から徒歩2分の距
離に位置し、2階建
て長屋形式を採用し
た戸建て住宅のよう
なメゾネットスタイ
ルで、吹き抜けのリ
ビングや専用テラス
を擁するファミリー
層向けの賃貸住宅で
す。

リージア代田テラス（世田谷代田）

Odakyu OX  MART

本館4階ヤングキャリアフロア

賃貸住宅「リージア代田テラス」完成

小田急商事
「Odakyu OX MART」
1号店をオープン

小田急百貨店新宿店　婦人服売場やゴルフ売場などの再編成を実施
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セ グ メ ン ト 別 の 概 況

当社の鉄道事業や自動車運送事業におけるバ
ス輸送のほか、江の島・鎌倉方面の観光輸送が好調
に推移いたしました。しかしながら、自動車運送事業におい
て、前期に石油販売の営業を終了したほか、箱根大涌谷周辺
での火山活動の活発化に伴う影響を受けた箱根方面の観光輸
送においては、昨年11月の噴火警戒レベル1への引下げ以降
に改善が見られたものの、箱根各社における輸送人員が減少
したことなどから、営業収益は減収となりました。

一方、営業利益につきましては、当社の鉄道事業や自動車運送
事業における費用が減少したことなどから、増益となりました。

百貨店業において、小田急百貨店新
宿店での訪日外国人による免税売上が増加
したことや、ストア業等においても増収となった
ことなどから、営業収益は増収となりました。

これに伴い、営業利益につきましても、増益と
なりました。

運輸業

流通業

営業収益 営業利益

168,303百万円
（前期比�1.7%減）

29,795百万円
（前期比�2.2％増）

営業収益 営業利益

225,012百万円
（前期比�1.0%増）

3,911百万円
（前期比�23.8％増）

31.2%

売上高構成比

41.9%

売上高構成比
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住宅販売戸数が増加した不動産分譲
業や、前期から当期にかけて開業した物件
の賃料収入が寄与した不動産賃貸業において増収
となったことに加え、その他不動産業において、
前期に子会社化したUDS㈱の売上が寄与したこと
などから、営業収益は増収となりました。

これに伴い、営業利益につきましても、増益と
なりました。

箱根大涌谷周辺における火山活動の
活発化に伴う影響を受けたホテル業のリ
ゾートホテル等において、昨年11月の噴火警戒レ
ベル1への引下げ以降、客室稼働率等に改善が見ら
れたものの減収となったことなどから、営業収益
は減収となりました。

一方、営業利益につきましては、「ハイアット 
リージェンシー 東京」等のシティホテルにおいて、
平均客室単価が上昇した宿泊部門を中心に好調に
推移したことなどから、増益となりました。

※売上高構成比は外部顧客に対する売上高に基づき算出しております。

不動産業

その他の事業

営業収益 営業利益

73,002百万円
（前期比�20.0%増）

13,190百万円
（前期比�13.9%増）

営業収益 営業利益

100,128百万円
（前期比�0.1％減）

5,872百万円
（前期比�1.1％増）

12.8%

14.1%

売上高構成比

売上高構成比
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連結貸借対照表

連結損益計算書
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連 結 財 務 諸 表（ 要 約 ）

　� （単位：百万円）

資産合計
1,253,849

負債
945,639

負債
940,308

資産合計
1,257,332

負債純資産合計
1,253,849

負債純資産合計
1,257,332

2016年3月31日時点
前期末

2015年3月31日時点

流動資産
127,843

流動資産
133,560

固定資産
1,126,005

固定資産
1,123,771

固定負債
563,245

純資産
308,209

固定負債
556,331

純資産
317,023

流動負債
382,394

流動負債
383,976

当期末
2016年3月31日時点

前期末
2015年3月31日時点

当期末

営業利益
経常利益

営業収益

52,934
45,695

529,812

27,497

2015年4月1日～2016年3月31日
前期

2014年4月1日～2015年3月31日
当期

営業利益
経常利益

営業収益

49,858
44,098

518,715

30,147

親会社株主
に帰属する
当期純利益※

親会社株主
に帰属する
当期純利益※

　� （単位：百万円）

※連結財務諸表に関する会計基準の改正により、「当期純利益」から「親会社株主に帰属する当期純利益」に表示変更
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連結キャッシュ・フロー計算書
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　� （単位：百万円）

PO I N T 連結決算のポイント

71,126

△43,194

△38,997
0

－

30,438

19,371

営業活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
期末残高

現金及び現金同等物に係る
換算差額

新規連結に伴う現金及び
現金同等物の増加額

78,702

△49,276

△21,473
0

1

19,371

27,326

営業活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
期末残高

現金及び現金同等物に係る
換算差額

新規連結に伴う現金及び
現金同等物の増加額

2015年4月1日～2016年3月31日
前期

2014年4月1日～2015年3月31日
当期

➡ 資産の部
現金及び預金の増加等により34億8千3百万円増
加いたしました。

➡ 負債の部
借入金の返済等により53億3千万円減少いたしま
した。

➡ 純資産の部
親会社株主に帰属する当期純利益の計上により利
益剰余金が増加したことなどから88億1千3百万
円増加いたしました。

➡ 営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益425億7千5百万円に減
価償却費や法人税等の支払額などを加減した結
果、787億2百万円の資金収入となりました。

 ➡ 投資活動によるキャッシュ・フロー
固定資産の取得による支出が増加したことなどか
ら、492億7千6百万円の資金支出となりました。

 ➡ 財務活動によるキャッシュ・フロー
借入金の返済や社債の償還等により、214億7千3
百万円の資金支出となりました。
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小 田 急 検 索 www.odakyu.jp/

小田急百貨店、Odakyu OX
お買物割引券

小田急グループホテル
宿泊割引券、レストラン・バー割引券

茶屋本陣 「畔屋」 ほか
箱根エリア施設各種割引券

※掲載している株主優待制度は一例です。株主優待制度の詳細に関しては、当社ホームページ「株主の皆さまへ」をご覧ください。
※一部割引除外となる場合がございます。また、優待の内容については変更する場合がございます。

※掲載の内容は2016年6月時点での予定です。

11 INVESTOR EXPRESS

株 主 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

保有株式数
乗車証の種類

＋

3年以上継続保有
追加枚数

小田急線全線優待乗車証 小田急線全線及び
小田急バス全線優待乗車証

小田急線全線
優待乗車証

回数券式※ 定期券式 定期券式 回数券式※

60,000株以上
（①～③より選択）

① 30枚 — 1枚

10,000株以上保有
6枚追加

② 60枚 1枚

—

③ 140枚 —
30,000株以上60,000株未満
（①～②より選択）

① 30枚 1枚
② 110枚

—

20,000株以上 30,000株未満 80枚
10,000株以上 20,000株未満 40枚
7,000株以上 10,000株未満 30枚

3,000株以上保有
3枚追加5,000株以上 7,000株未満 20枚

3,000株以上 5,000株未満 10枚
1,000株以上 3,000株未満 4枚 —

株主優待乗車証

※回数券式は1枚1乗車有効
そのほかの各種ご優待例

今後の日程

30,000株以上の 
株主さまの特典

株主優待制度のご案内
毎年3月31日及び9月30日時点の1,000株以上保有の株主さまに、半期に1回保有株式数
に応じた優待乗車証のほか、小田急グループ200以上の店舗・施設でご利用いただける
優待割引券をお送りいたします。

優待乗車証と優待割引券はお手元に届いたときからご利用いただけます。

●2016年	 9月	30日	：基準日（権利付最終日27日）
●2016年	11月	下旬	：株主優待ご送付

GOLF
小田急藤沢ゴルフクラブ
1,000～3,000円割引

GOLF
小田急西富士ゴルフ倶楽部 
約2,000～6,000円割引

CALENDAR
小田急電鉄カレンダープレゼント
※9月30日時点の株主さまが対象
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第95回定時株主総会決議等ご通知

1  第95期（2015年4月1日から2016年3月31日まで）事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報
告の件

上記事業報告、連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果についてそれぞれ報告いたしました。

2 第95期（2015年4月1日から2016年3月31日まで）計算書類報告の件
上記計算書類の内容について報告いたしました。

2016年6月29日開催の第95回定時株主総会において、
以下のとおり報告並びに決議されましたのでご通知申し上げます。

決議事項
◉第1号議案　剰余金の配当の件

原案のとおり承認可決され、第95期の期末配当について以下のとおり決定いたしました。
（1）  配当財産の種類 

金銭
（2）  株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額 

当社普通株式1株につき金4円50銭　総額3,261,796,137円
（3）  剰余金の配当が効力を生じる日 

2016年6月30日
これにより、当期の中間配当金（1株につき4円50銭）を加えた1株当たりの年間配当金は、前期に比べ50銭増配の9円となりました。

◉第2号議案　株式併合の件
原案のとおり承認可決され、当社の株式について、中長期的な株価変動を勘案しつつ、投資単位を適切な水準に調整することを目
的として、2株を1株に併合し、発行可能株式総数を22億株から11億株に変更することといたしました。なお、本件及び2016年5
月20日開催の取締役会において決議いたしました単元株式数の変更（1,000株から100株に変更）に係る効力発生日は、2016年10月
1日であります。

◉第3号議案　取締役15名選任の件
大須賀賴彦、山木利満、小川三木夫、星野晃司、金子一郎、山本俊郎、森田富治郎、野間口有、中山弘子、天野　泉、下岡祥彦、
小柳　淳、抱山洋之の各氏が再選されるとともに、荒川　勇、五十嵐秀の両氏が新たに選任され、それぞれ就任いたしました。なお、
上記のうち、森田富治郎、野間口有、中山弘子の各氏は社外取締役であります。

◉第4号議案　監査役5名選任の件
髙原俊二、宇野郁夫、深澤武久、伊東正孝の各氏が再選されるとともに、石井良雄氏が新たに選任され、それぞれ就任いたしました。
なお、上記のうち、宇野郁夫、深澤武久、伊東正孝の各氏は社外監査役であります。

以　上

第95期期末配当金は、同封の「期末配当金領収証」により、ゆうちょ銀行全国本支店及び出張所並びに郵便局（銀行代理業者）でお受け取
りください。また、銀行等の口座への振込をご指定の方には、「お振込みについて」を、株式数比例配分方式をご指定の方には、「配当金
のお受け取り方法について」を同封いたしましたのでご確認ください。なお、すべての方に同封いたしております「配当金計算書」は、配
当金をお受け取りになった後の配当金額の確認資料や、確定申告を行う際の添付資料としてご使用いただけます（株式数比例配分方式を
ご指定の方につきましては、お取引の証券会社等へご確認ください。）。

報告事項
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設 立 1948年6月1日
（前身の小田原急行鉄道は1923年5月1日設立）

本 社 事 務 所 東京都新宿区西新宿一丁目8番3号 

資 本 金 603億5千9百万円
発行済株式の総数 736,995,435株
株 主 数 50,375名（前期末比 1,200名減）
事 業 内 容 鉄道事業、不動産業、その他事業
従 業 員 数 3,593名

（ ）

決 算 期 3月31日
定 時 株 主 総 会 6月下旬
同総会議決権行使
株 主 確 定 日 3月31日

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

期末配当金 3月31日
中間配当金 9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

事 務 取 扱 所 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
郵 便 物 送 付 先 
電話お問い合わせ先

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話0120–782–031（フリーダイヤル）

公 告 の 方 法 電子公告により行う。
ホームページアドレス http://www.odakyu.jp/ir/koukoku/index.html

株式に関する「マイナンバー制度」のご案内
1 マイナンバー制度とは
マイナンバー制度（※）とは、国民一人ひとりにマイナンバーを配布し、そ
の番号によって複数の行政機関に存在する個人の情報を正確に連携させる
ための新しい社会基盤です。
（※）�行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平

成25年5月31日法律第27号）

2 株式関係業務におけるマイナンバーの利用
法令に定められたとおり、支払調書に株主さまのマイナンバーを記載し、
税務署に提出いたします。

3 マイナンバー制度に関する株主さまへのお願い
市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお手続きで必要とな
ります。このため、株主さまから、お取引の証券会社または三井住友信託銀行へ
マイナンバーをお届出いただく必要がございます。

代表取締役
取締役会長
執 行 役 員

大須賀　賴　彦 常勤監査役 髙　原　俊　二
代表取締役
取締役社長
執 行 役 員

山　木　利　満 常勤監査役 石　井　良　雄

専務取締役
執 行 役 員 小　川　三木夫 監 査 役 宇　野　郁　夫

専務取締役
執 行 役 員 星　野　晃　司 監 査 役 深　澤　武　久

常務取締役
執 行 役 員 金　子　一　郎 監 査 役 伊　東　正　孝

常務取締役
執 行 役 員 下　岡　祥　彦

常務取締役
執 行 役 員 山　本　俊　郎 執 行 役 員 黒　田　　　聡

取 締 役
執 行 役 員 荒　川　　　勇 執 行 役 員 立　山　昭　憲

取 締 役
執 行 役 員 五十嵐　　　秀 執 行 役 員 岩　﨑　佳　之

取 締 役 森　田　富治郎 執 行 役 員 水　上　秀　博

取 締 役 野間口　　　有

取 締 役 中　山　弘　子

取 締 役 天　野　　　泉

取 締 役 小　柳　　　淳

取 締 役 抱　山　洋　之

主な
支払調書

マイナンバーの保護措置・利用範囲・ご提供について
●�マイナンバーの取扱いには、法律により厳格な保護措置が設けられております。
●�マイナンバーの利用範囲は、社会保障・税・災害対策に関する事務に限定されております。
●�社会保障や税に関する事務に限定して、マイナンバーのご提供をお願いすることが可能となっております。

証券会社の口座にて株式を
管理されている株主さま
お取引の証券会社まで
お問い合わせください。

証券会社とのお取引がない株主さま
下記フリーダイヤルまでお問い合わせください。
三井住友信託銀行　証券代行部
フリーダイヤル　0120–782–031

●配当金に関する支払調書
●�単元未満株式の買取請求など株式の譲渡取引に関する
　支払調書

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先

会社概要 役員

株主メモ
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会 社 の 概 要  2016年3月31日時点

2016年6月29日時点
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小田急グループでは、2000年より、小学生のお子さまとその保護者を対象に、
「小田急グループ 親子体験イベント」を開催しています。このイベントは、小田
急グループのさまざまな業種や施設などを親子で楽しく体験していただき、事業
や商品・サービス、環境への理解を深めていただくことを目的としています。例
えば、運転士・車掌の仕事や電車が動く仕組みについて学び、車両洗浄などの見
学を行う「ファミリー鉄道教室」や㈱小田急百貨店による「デパートガール体験」、
㈱小田急リゾーツ（小田急ホテルセンチュリー相模大野）による「パティシエ体験
教室」、㈱北欧トーキョーによる「パン教室」などのイベントも開催しています。

今後も、このようなお客さまとのコミュニケーション活動を通じて、当社及び
小田急グループのファン作りに努めてまいります。

このページでは、当社グループが行うCSR活動についてご紹介をしていきます。

小田急グループ
親子体験イベントを実施しています。

小田急電鉄では、小田急グループ
のCSRの取組みについてより幅広
くご理解いただくことを目的に
CSRレポートを発行いたしました。
詳しくは、ホームページをご覧く
ださい。

小田急 CSRレポート 2015 検 索

14INVESTOR EXPRESS

C S R の 取 組 み
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〒160-8309 東京都新宿区西新宿一丁目8番3号
IR室 電話03（3349）2526　ホームページアドレス http://www.odakyu.jp/

本冊子は、環境に優
しい植物油インキを使
用して印刷しています。
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